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秋晴れに恵まれた10月
18日、本郷かしわ公園野
球場を発着する健康ふれ
あいマラソンが開かれま
した。小学１年生から一
般までの65人が、マラソ
ンで健脚を競いました。
小学１年生の部で上位入
賞の３人は、輝くメダル
にVサインで喜びました。

今月の表紙
ＣＯＶＥＲ

http://www.town.atsuma.lg.jp/offi  ce/

「広報あつま」はホームページでもご覧いただけます

２０２０年
令 和 ２ 年 11月号

も　く　じ
ＣＯＮＴＥＮＴＳ

２ ひとのうごき
３－４ 第４次総合計画の改訂
５ スマホ教室／あつま国際雪上３本引き大会

６－７ まちの家計簿
８－10 お知らせ
11 防災のページ

12－13 胆振東部地震復旧・復興通信
14－16まちの話題
17地域おこし協力隊／町民の活躍
まちのアイドル

18厚高インフォメーション／短歌
将来の夢

19 子育て支援センター／気象台ノート
20－21 保健の掲示板
22 こころの相談／ひきこもりでお悩みの方へ
23 健康情報

24－25情報ひろば
26ATSUMA　LOVERS

※ 広報担当が取材した記事は、写真撮影時のみマスク
を外しています。

10月１日～31日届出分
※窓口などで、広報紙への掲載について確認できた方を掲載しています。

ひとのうごき
令和２年10月31日現在　（　）内は前月比

人　口　4,434人（－８)
男 2,215人　女 2,219人

世帯数　2,096世帯（－２ ）

改
訂
版
の
作
成
に
あ
た
り
、「
第

４
次
厚
真
町
総
合
計
画
改
訂
版
」

の
骨
子
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の

骨
子
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
の
趣

旨
や
位
置
づ
け
、
構
成
を
明
ら
か

に
し
た
、
計
画
素
案
を
作
成
す
る

た
め
の
基
本
と
な
る
も
の
で
す
。

第４次厚真町総合計画を改訂します

〔 計画の構成 〕
総合計画は、基本構想、基本計画、実施計画の３
層で構成されています。改訂版は、総合計画を構成
する計画として、「厚真町復旧・復興計画 第３期」「第
２期厚真町まち・ひと・しごと創生長期ビジョン・
総合戦略」「厚真町国土強靭化計画」を一体的に策
定します。

現
在
、
町
で
は
「
第
４
次
厚
真

町
総
合
計
画
」
の
改
訂
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
の
計
画
は
、
本
町
の

目
指
さ
べ
き
姿
と
進
む
べ
き
方
向

に
つ
い
て
の
指
針
を
示
す
た
め
平

成
28
年
に
策
定
さ
れ
た
、
町
の
最

上
位
計
画
で
あ
り
、
今
回
の
改
訂

で
は
、
胆
振
東
部
地
震
の
影
響
や
、

昨
今
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
な

ど
を
踏
ま
え
て
、
目
標
や
取
り
組

み
の
内
容
を
見
直
す
も
の
で
す
。

ま
た
、
今
回
の
改
訂
を
機
に
復

旧
・
復
興
分
野
の
計
画
で
あ
る

「
厚
真
町
復
旧
・
復
興
計
画
第
３

期
」、
人
口
減
少
対
策
・
地
方
創

生
分
野
の
計
画
で
あ
る
「
第
２
期

厚
真
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
」、

自
然
災
害
に
対
す
る
強
靭
化
を
図

る
た
め
の
「
厚
真
町
国
土
強
靭
化

地
域
計
画
」
に
つ
い
て
も
、
総
合

計
画
同
様
に
町
の
施
策
を
束
ね
る

分
野
横
断
型
の
計
画
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
総
合
計
画
と
一
体
的
に
策

定
し
ま
す
。

改
訂
版
策
定
の
趣
旨

骨
子
作
成
の
趣
旨

一体的に計画を策定することで、それぞれの計画に
おける将来像や目標を共有し、進ちょく管理を効率化
します。

〔 改訂における主要な視点 〕
　 胆振東部地震からの復旧・復興
一人ひとりに寄り添った継続的な支援と、森林の再
生や被災の記憶の継承、災害に強いまちづくりに向
けた取り組みなどを示します。

　 人口減少対策とさらなる地方創生の推進
人口減少対策や、人口減少下にあっても持続可能な
まちづくりについて、取り組みの再構築を図ります。

　 新型コロナウイルス感染症流行下のまちづくり
感染症流行によるリスクに対応するとともに、テレ
ワークやワーケーションなどの新たな需要を予測し
た取り組みを検討します。

　 持続可能な開発目標（SDGs）の達成
持続可能な社会のための国際目標であるSDGsの達
成に向けて、地域での取り組みが求められています。

　 情報通信技術（ＩＣＴ）の進展、Society5.0の到来
ＩＣＴの飛躍的な進展やデジタル革新による新たな
未来社会「society5.0」の到来に向け、基盤整備や
技術活用に取り組む必要があります。

　 協働のまちづくりと行財政運営
地域課題の改善・解決に向けて住民と行政の協働の
まちづくりを進めるほか、民間活力の導入や、職員
配置の適正管理などにより健全な行政運営を目指す
とともに、自主財源の確保に努める必要があります。

１

２

３

４

５

６

基本構想

基本計画

実施計画

復旧・復興計画 第3期
第2期総合戦略 国土強靭化計画
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復
旧
・
復
興
／
人
口
減
少
対
策
・
地
方
創
生
／
国
土
強
靱
化
の
視
点

あ
つ
ま
る　
つ
な
が
る　
ま
と
ま
る　
大
い
な
る
田
園
の
町　
あ
つ
ま

今
回
の
改
訂
に
お
い
て
は
、
平
成
28
年
に
策
定
さ

れ
た
「
第
４
次
厚
真
町
総
合
計
画
」
で
描
か
れ
た
将

来
像
で
あ
る
「
あ
つ
ま
る
つ
な
が
る
ま
と
ま
る
大

い
な
る
田
園
の
町
あ
つ
ま
」
や
、
５
つ
の
基
本
目
標
・

20
の
基
本
施
策
の
考
え
方
を
継
承
し
な
が
ら
、
復
旧
・

復
興
、
人
口
減
少
対
策
・
地
方
創
生
、
国
土
強
靭
化

の
視
点
を
踏
ま
え
て
取
り
組
み
を
整
理
し
ま
す
。

今
後
は
、
骨
子
お
よ
び
８
月
に
実
施
し
た
「
復
旧
・

復
旧
と
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」

の
回
答
を
も
と
に
改
訂
版（
案
）の
作
成
を
進
め
る
と

と
も
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
り
町
民
の
皆

さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
募
集
す
る
予
定
で
す
。

１　子ども・子育て支援の充実

人 が 輝 く あ つ ま

健やかで安心なあつま

みのり豊かなあつま

快適に暮らせるあつま

みんなで支えるあつま

２　学校教育の充実

３ 　社会教育の充実

４ 　生涯スポーツの振興

５ 　まちづくり人材の育成

６ 　高齢者福祉・介護の充実

７ 　社会福祉・障がい者福祉の充実

８ 　保健・医療の充実

９ 　農業の振興

10　林業の振興

11　水産業の振興

12　商工業の振興

13　観光・交流のまちづくりの推進

14　都市基盤の充実

15　環境保全の推進

16　快適な住環境の確保と定住促進

17　消防・防災の強化

18　防犯・交通安全対策の強化

19　住民自治の推進

20　健全な行政運営の推進

町民を対象に、スマートフォン講習会を開催しま
す。スマートフォンの基本的な操作が学べる基礎編
と、キャッシュレス決済方法などが分かる応用編に
分けて講習します。
個人でもグループでも参加可能で、スマートフォ
ンをお持ちでない方には端末機を用意します。

▶講習内容（２日間共通）
〔第１部 基礎編〕
・スマートフォンの基本操作
・LINEの使い方など
〔第２部 応用編〕
・キャッシュレス決済の方法
・マイナポイントの申し込み方法など
※参加者５人以上で開催します。
※参加数によって日程調整する場合があります。
※基礎・応用編の両方の受講も可。

▶持ち物
お持ちの方は携帯電話、スマートフォン

▶定員
両日、基礎編・応用編とも各20人

▶申し込み
産業経済課経済グループと上厚真支所に備え付
けの申し込み用紙に必要事項を記入して提出し
てください。

▶申込締切
11月25日（水）

の受講者を募集します

あつま国際雪上３本引き大会実行委員会（町商工会内）　京町37番地　ＴＥＬ27-2456 ／ ＦＡＸ27-3877

• 日 時：令和３年１月17日（日）受付８時30分～　競技開始10時～
• 場 所：かしわ公園野球場（本郷283-1）
• チーム編成：競技者８人（うち１人は女性が参加すること）、登録は１チーム最大16人まで
• 参 加 費：１チーム8,000円 ※昼食にそばまたはうどん、おにぎりを用意（予定）
• 申 し 込 み：12月18日（金）までに、持参・ＦＡＸ・郵送にて申込書を実行委員会に提出してください。 

※新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、大会を中止する場合があります。

申し込み・問い合わせ

少しでも元気な厚真を取り戻したい、そんな思いから今年も「あつま国際雪上
3本引き大会」を開催します。白熱した戦いで厚真の皆さまに元気をお届けします。
ただいま、大会に参加するチームを募集中！ぜひ、お友だちや職場の仲間同士

などでチームを作ってご参加ください！

あ つ ま 国 際 雪 上３本 引 き 大 会
参 加 チ ーム 募 集 ! !
あ つ ま 国 際 雪 上３本 引 き 大 会
参 加 チ ーム 募 集 ! !

主催：ソフトバンク千歳店（株式会社ティーリング）
問い合わせ：産業経済課 経済グループ　☎27-2486

総合ケアセンターゆくり　２階介護実習室

12月８日（火）／12月９日（水）
両日共通 第１部 基礎編　11時～13時

第２部 応用編　14時～16時

スマホ教室 計
画
体
系

改
訂
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

●令和２年８月
　復旧・復興とまちづくりに関する町民アンケート

●令和２年11月
　第４次厚真町総合計画改訂版骨子の公表

●令和３年１月 
　第４次厚真町総合計画改訂版素案の公表
　パブリックコメントの実施

●令和３年３月
　第４次厚真町総合計画改訂版策定

視点基本施策基本目標将来像

問い合わせ　まちづくり推進課 地方創生・復旧復興計画策定室　☎27－3179
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予算現額 収入済額 収入率
町 税 15億3,861万円 9億4,260万円 61.3%
地 方 譲 与 税 9,568万円 3,458万円 36.1%
地方消費交付金 9,000万円 6,621万円 73.6%
地 方 交 付 税 22億5,394万円 12億5,706万円 55.8%
分担金・負担金 4,594万円 269万円 5.9%
使用料・手数料 1億2,816万円 6,022万円 47.0%
国 庫 支 出 金 36億1,658万円 5億8,339万円 16.1%
道 支 出 金 5億4,989万円 1億5,080万円 27.4%
財 産 収 入 6,638万円 5,336万円 80.4%
繰 入 金 3億883万円 0 0.0%
繰 越 金 13億4,138万円 15億8,981万円 118.5%
諸 収 入 1億6,522万円 3,183万円 19.3%
町債（地方債） 24億2,772万円 0円 0.0%
そ の 他 4億1,946万円 1億4,632万円 34.9%
歳 入 合 計 130億4,779万円 49億1,887万円 37.7%

皆さんに納めていただいた税金や国・北海道からのお金は、どのくらい使われているでしょ
うか。地方自治法および町条例の規定に基づいて、今年９月末現在の令和元年度各会計予算の
歳入・歳出、町債（地方債）、財産の状況についてお知らせします。

令和２年９月30日現在
特別会計は、市町村が行っている特別の事業に対して、支出や収
入を分かりやすくするために一般会計とは分けて経理するものです。
厚真町には現在、下表の６つの特別会計があります。

令和２年度
各会計の予算執行状況

一般会計は、市町村の財政の基本を示す家計簿といえるもので、税金など
の収入を示す「歳入」と、その使い道を示す「歳出」の２つから成り立って
います。

一般会計

特別会計

町債（地方債） 一時借入金

財　産

町民１人・１世帯 あたりの比較

国などから借り入れた長期間の借
入金をいいます。

一時的に金融機関から借り入れし
て支払いに充てるお金をいいます。

財産は、出資による権利、債権、土地・建物のほかに、特定の目的のために
準備しておく元手の資金をいう基金があります。

出資による権利
１億8,431万円

土　地
2,520万9,381㎡

債　権
１億3,747万円

基　金
89億605万円

※令和２年3月末の人口・世帯数で算出しています。

建　物
８万6,168㎡

※各項目の合計と総額との相違に関しては、１万円未満の端数処理によるものです。

問い合わせ　総務課 財政グループ　☎27－2481

予算現額 支出済額 執行率
議 会 費 5,308万円 3,069万円 57.8%
総 務 費 ８億2,986万円 3億3,461万円 40.3%
民 生 費 16億9,098万円 9億420万円 53.5%
衛 生 費 4億4,514万円 1億6,582万円 37.3%
労 働 費 1,401万円 830万円 59.2%
農林水産業費 7億2,331万円 4億4,280万円 61.2%
商 工 費 3億2,038万円 2億1,548万円 67.3%
土 木 費 42億9,847万円 21億7,556万円 50.6%
消 防 費 7億3,468万円 3億7,297万円 50.8%
教 育 費 5億6,666万円 3億2,305万円 57.0%
公 債 費 9億1,096万円 3億9,142万円 43.0%
給 与 費 9億6,780万円 4億4,764万円 46.3%
予 備 費 1,827万円 0円 0.0%
災 害 復 旧 費 14億7,419万円 10億3,390万円 70.1%
歳 出 計 130億4,779万円 68億4,644万円 52.5%

特別会計名 予算現額 収入 支出
収入済額 収入率 支出済額 執行率

国民健康保険事業 5億9,371万円 2億1,234万円 35.8% 2億4,064万円 40.5%
介 護 保 険 事 業 5億8,085万円 2億514万円 35.3% 2億5,070万円 43.2%
介護サービス事業 4,897万円 0円 0.0% 3,927万円 80.2%
簡 易 水 道 事 業 8億6,900万円 6,665万円 7.7% 3億8,836万円 44.7%
公共下水道事業 2億4,000万円 3,191万円 13.3% 1億5,229万円 63.7%
後期高齢者医療 8,300万円 3,045万円 36.7% 2,397万円 28.9%

区　分 金額
一 般 104億376万円
簡 易 水 道 事 業 55億372万円
公 共 下 水 道 事 業 10億5,870万円
合 計 169億6,618万円

区　分 金額
一 般 会 計 10億円
特 別 会 計 なし

予　算
（一般会計＋特別会計）

町　債
（地方債）

財　産
出資による権利
債権・基金 土　地 建　物

合　計 154億6,332万円 169億6,618万円 92億2,783万円 2,520万9,381㎡ 8万6,168㎡

町民１人あたり
（人口：4,452人）

347万円 381万円 207万円 5,662㎡ 19㎡

１世帯あたり
（世帯数：2,107世帯）

734万円 805万円 438万円 1万1,965㎡ 41㎡

歳
　
入

歳
　
出

町内の住民や企業などから集められるもの。町
民税や固定資産税、軽自動車税、市町村たばこ
税。

自治体の財源として町が徴収すべき税を課税の
技術上の理由などにより、いったん国が国税と
して集め、一定の基準により自治体に配分され
るもの。

地方公共団体間の財源の不均衡を調整し、一定
水準の行政サービスを確保できるよう財源を保
障するもの。

特定の行政目的を達成するために、国や北海道
から町に交付されるもの。

自治体の借入金でその返済期間が２年以上にわ
たるもの。いわば家計における借金に相当する
もの。

議員の報酬、手当てなどにかかるお金
町の一般的な事務、まちづくりなどにかかるお金
福祉の充実などにかかるお金
医療の充実・ごみ処理などにかかるお金
労働者福祉事業などにかかるお金
産業振興などにかかるお金
商工振興などにかかるお金
道路、河川の整備などにかかるお金
消防、災害対策などにかかるお金
学校教育・生涯学習の推進などにかかるお金

職員の給料、手当てなどにかかるお金
借入金の返済などにかかるお金

予備のお金
災害復旧にかかるお金
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お知らせ

産業経済課 経済グループ　☎27‒2486

●対象者
世帯主または世帯主が指定するあつまるカードの所有者
１人
●ポイント付与の条件
・あつまるカードを所有していること
・付与の申請者は原則世帯主であること
・ 申請日において世帯主が町内に住所を有していること
●申請方法
世帯主（10月25日現在）に送付された申請書に必要情報
を記入の上、同封の返信用封筒で町に返信してください。
●申請期間
令和３年１月29日（金）まで
※当日消印有効
●ポイント付与の流れ
① 申請書を受理後、町とあつまスタンプ会で内容を精査
します。

② 町は申請者にポイントの付与日を記載した承認通知書
を発送しますので、付与日を確認してください。ポイ
ントは自動的に指定のあつまるカードに付与されます。

※申請書の受理から付与まで1カ月程度かかります。
●付与ポイントの有効期限
令和５年３月31日（金）まで
●注意事項
・ ポイントの現金化はできません。
・ あつまるカード以外のＩＣカードにポイントは付与で
きません。

・ 関係書類を確実に届けるため、町内で住所が変わった
場合は、必ず郵便局に転居届を提出してください。

新型コロナウイルス感染症による「新しい生活様式」の推進のため、町
内限定のＩＣカード「あつまるカード」に1世帯5,000ポイント（5,000円分）
を付与します。
町内の消費拡大とキャッシュレス決済の推進が目的です。ポイント付与

には、必ずあつまるカードが必要です。申請前に用意してください。ポイ
ント付与の希望者は、下記の手順で申請してください。

あつまるカードの発行について
新規発行手続き

・手 数 料：無料
・発行場所： あつまスタンプ会事務局（町商工

会内）および下記の加盟店
・申し込み： 入会申込書を記入し、即時発行 

（印鑑や身分証は不要）

〔新規発行手続きが可能な加盟店〕
Aコープかみあつま折坂店、㈲小川商店、上
厚真自動車整備工場、㈱中川商店、㈲蔵重自
工、㈲市原精肉店、㈲東電機商会、岡部薬
品、クスリのウエダ、㈲厚真燃料、厚真オー
トサービス㈱、まこと商事、ハマナスクラブ
厚真藤井店、厚真園、㈲梅原商店、江戸っ子、
ナイトサパー徳永、こぶしの湯あつま、スナ
ック愛結、Re：Spec、Olive、ホクレン厚真
スタンド、Aコープ厚真店、潮騒、スナック
SAKURA、ペットホテルHAYA、Oeuf、まちな
か交流館しゃべーる、オートリペアナスノ

再発行手続き
・手 数 料：300円
・発行場所：あつまスタンプ会事務局のみ
・申し込み： 再発行申込書を記入し、即時発行 

（ポイントは引き継がれます）

あつまるカードへポイント付与

町は、今年度に限り、町外から町内の事業所に通
勤している常用労働者の移住促進を目的にした町職
住近接奨励金の補助率を引き上げます。
●補助率
変更前：対象手当の３分の２以内
変更後：対象手当の４分の３以内

●交付額
上限20万円（変更なし）
●交付要件
10月20日（火）から令和３年３月31日（水）までに転
入者に対して手当てなどを支給すること。

産業経済課 経済グループ　☎27‒2486町職住近接奨励金の補助率の変更
本年度に限り「町職住近接奨励金」の補助率を引き上げます。

パスポート（旅券）の年内受け取り（12月30日（水）
まで）を希望する方は、次の期日までに申請手続き
を済ませるようお願いします。
申請書に不備がある場合などは、年内に受け取り
ができないこともあります。年末年始に旅行を計画
される方は、早めの申請をお願いします。

●年内受け取りの申請期日
12月16日（水）16時30分
※年末年始は窓口の混雑が予想されます。余裕を持
　ってお越しください。

住民課 町民生活グループ　☎26-7871
（総合ケアセンターゆくり内）年末のパスポート発行

パスポートの年内受け取りは早めの申請を。

10月末に対象となる全世帯に申請書を送付しています。届いていない場合はご連絡ください。

・現金自動預払機（ＡＴＭ）での操作の依頼
・付与にあたり、手数料の振込みの要求
・メールでの申請手続きの要請
・ポイントの現金化の依頼　　など

あつまるポイントの付与に乗じた詐欺にご注意ください

不審に思ったら、最寄りの警察署か産業経済課経済グループまでご連絡ください。

ポイントの付与に関して
このような依頼や要求をすることは

ありません！

産業経済課 経済グループ　☎27‒2486
町商工会　☎27‒2456町新型コロナウイルス感染症対応資金融資制度

町内の中小企業者向け融資制度の期限が迫っていますのでご注意ください。

●対象者
新型コロナウィルス感染症拡大を契機として、町に
移住する次のいずれかの方。
① 離職した労働者のうち、町および近隣市町を勤務
地として雇用され、町に移住する方
② 地域おこし協力隊として町に移住する方
③ 町に移住し、町内企業（個人事業主含む）や農業
者などの後継者となる方
④ 町外企業に在職しながら町に移住し、テレワーク
を実施する方

●引越対象期間
10月20日（火）～令和3年3月22日（月）
●給付額
給付の下限額は30万円です。
30万円を越える場合には、上限を50万円として、
引越費用の実績に基づき給付します。

産業経済課 経済グループ　☎27‒2486離職者雇用・移住促進事業
新型コロナウィルス感染症拡大を契機として移住する方に引越費用相当額を給付します。

詳細は町ホームページを
ご覧ください。

新型コロナウイルス感染症の拡大に起因して、事
業活動に影響を受けている町内の中小企業者向けの
町独自の融資制度です。融資の実行期限は次の通り
ですのでご注意ください。
●融資の実行期限
12月30日（水）

詳細は町ホームページを
ご覧ください。
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お知らせ

安平・厚真行政事務組合　☎22-3151
住民課 町民生活グループ　☎26-7871

（総合ケアセンターゆくり内）

消防署厚真支署　☎26-7119

安平・厚真行政事務組合からのお知らせ

Ｎ
ネット
et１１９緊急通報システム

◎ 12月から３月はせん定枝の回収が有料です
　11月末日で、せん定枝の「無料扱い」の資源回
収を終了します。12月から来年３月までは有料と
なり、期間中はもやせるごみ用の有料指定袋（赤色）
を枝に直接巻き付けて、火曜日にごみステーショ
ン横に出してください。

◎ 車両用計量器のメンテナンスに伴う臨時休場
　車両用計量器のメンテナンスに伴い、以下の日
程は臨時休場します。自己搬入の受け入れは行い
ませんが、ごみ収集（もやせるごみ）は通常通り
です。

◎ 年末年始の休業
年末年始は以下の通り休業します。

◎ 事務所工事に伴う受け付け場所の変更
　事務所工事に伴い、受付員は事務所前のプレハ
ブにいます。自己搬入で受け付けする時は、一度、
車両計量器で停止した後、受付員の指示に従いゆ
っくりとプレハブまで前進してください。ご理解
とご協力をお願いします。

胆振東部消防組合（安平町･厚真町･むかわ町）
では、11月１日からNet119緊急通報システムの運
用を開始しました。
Net119とは、聴覚や言語機能に障がいのある方

が、スマートフォンなどのインターネット機能を利
用して、音声によらない緊急通報（火災や救急）を
消防署へ行い、消防車や救急車の要請をするもので
す。通報は厚真町の消防署につながり、最寄りの消
防署から出動します。

●登録できる人
次のすべてに該当する方
① 町内在住で、聴覚または言語機能の障がいにより
電話による音声での１１９番通報が困難な方

② GPS機能付き、インターネットメール送受信が可
能なスマートフォン、タブレットなどを所有して
いる方

※ インターネットメールの受信制限をしている方は、
制限の解除が必要です。

●登録方法
利用を希望される方は、ご自身のスマートフォン

などを持参の上、消防署厚真支署で登録手続きを行
ってください。
登録手続きには、氏名、生年月日、性別、住所が

必要です。本人確認のため、運転免許証・保険証・
障害者手帳などのいずれかをお持ちください。
※時間に余裕を持ってお越しください。
※データ通信料は利用者負担となります。
※ ご本人による来庁が困難な場合は、ご家族などに
よる代理登録も可能です。

11月１日からNet119緊急通報システムの運用を開始しました。

利用には消防署での事前登録が必要です。

臨時休場：11月24日（火）終日

ごみ収集：12月30日（水）～１月３日（日）
自己搬入：12月31日（木）～１月３日（日）
※１月４日（月）から通常通り

近年、地球温暖化の影響などにより気候が温かいと言われ
ていますが、北海道の冬は長く、とても寒いものです。町の
ここ10年間の冬日（最低気温０度未満）の平均日数は、163
日で年間の半分近くが寒く冷たい日となっています。また、
真冬日（最高気温０度未満）の平均日数は52日あり、氷点下
20度以下の極寒の日も多くあります。
この寒い季節に災害が発生し、電気・ガス・水道・燃料な
どのライフラインが断たれた場合、厳しい寒さは、被災者の
生命を奪ってしまうかもしれません。
個人での冬の備えに加えて、近隣住民や自主防災組織にお
ける相互の助け合いなども必要となるでしょう。本格的な冬
の到来前に、冬の災害対策について家族で話し合い、準備を
しておきましょう。

防災の ページ
「もしものとき」は明日かもしれない 問い合わせ　総務課 情報防災グループ ☎ 27-2481

冬季の防災対策について

町では、災害情報や町からのお知らせが放送される「防災行政無線」を無償貸与しています。

ライフラインが断たれた場合などに備えて、食料、飲料水など通常の備蓄品や防寒具、使
い捨てカイロなどのほか、ポータブルストーブや灯油などの暖房器具を準備しておきましょう。

災害時に身の危険がある場合は、避難が原
則です。一方、新型コロナウイルス感染症の
終息のめどが立たない中、避難者が多く集ま
る避難所は、感染リスクが高まります。
自分が住んでいる場所（地域）にどのような

災害リスクがあるのか、ハザードマップで事
前に確認し、自宅の安全性や避難の必要性を
検討しておきましょう。
自宅での安全確保が可能な場合、感染リス

クがある避難所への避難は不要です。親戚や
友人、知人宅など、避難所以外の避難先を検
討しておきましょう。

冬は天候が急変することがあります。テレビやラ
ジオなどで気象防災情報を確認し、暴風雪が予想さ
れる場合は、不要な外出を控えましょう。
やむを得ず外出する際には、車に防寒着や長靴、
手袋、スコップ、けん引ロープなどを準備しておき
ましょう。また、燃料が十分にあることも確認しま
しょう。
運転中に危険を感じたら、無理をせずコンビニエ
ンスストアーなどで天候の回復を待ちましょう。も
しも吹雪など悪天候で動けなくなり、近くに人家や
避難できる場所がない場合は、消防（119番）や警察
（110番）に連絡してください。待機中は、マフラー
が雪に埋まらないよう定期的に除雪し、窓を少し開
けて換気するなど、車内で救助に備えてください。

□ 食料、飲料水
□ 救急箱（常備薬・持病薬）　
□ 簡易トイレ
□ 懐中電灯
□ 携帯ラジオ
□ ライター
□ 携帯用充電器
□ 電池
□ カセットコンロ、ガス
□ 現金、貴重品
□ 印鑑

いつも備えておくもの 感染症対策特に冬に備えておくもの

冬の災害に備えておきたいもの

避難の判断について 車で外出するときには

□ マスク
□ アルコール消毒液
□ 石けん、ハンドソープ
□ 体温計
□ スリッパ
□ ビニール手袋

□ 使い捨てカイロ
□ 防寒シート　
□ ポータブルストーブ
□ 灯油、給油ポンプ
□  防寒具（帽子、手袋、ジャンパー、
スキーウエアなど）
□  衣類（厚手のシャツ、ズボン、
靴下など）

チャットで
状 況 聴 取

緊 急 出 動
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町
で
は
、
胆
振
東
部
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
目
指
し
、
４
月
１
日
に
「
厚

真
町
復
旧
・
復
興
計
画　
第
２
期
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
に
掲
載
し
て
い
る
事
業
の
詳
細
や
、
今
年
度
中
に
策
定
す
る
第
３
期
計

画
の
進
展
状
況
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

胆
振
東
部
地
震

復
旧
・
復
興
通
信

計
画
本
編
は
町
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、

印
刷
し
た
冊
子
を
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

〔 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課 

地
方
創
生
・
復
旧
復
興
計
画
策
定
室　
☎
27-

３
１
７
９ 

〕

１ 

住
ま
い
・
暮
ら
し
の
再
建

住
ま
い
・
暮
ら
し
の
再
建
に
つ
い

て
は
、
誰
一
人
と
し
て
取
り
残
さ
な

い
と
い
う
理
念
の
も
と
、
被
災
者
一

人
ひ
と
り
の
状
況
に
合
わ
せ
た
再
建

支
援
、
心
の
ケ
ア
を
継
続
し
ま
す
。

併
せ
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再

生
・
活
性
化
へ
の
支
援
に
向
け
た
取

り
組
み
や
、
震
災
で
被
害
を
受
け
た

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
な
ど
公
園
施
設
な

ど
の
再
整
備
に
つ
い
て
も
検
討
を
進

め
ま
す
。

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
吉
野
地
区

に
つ
い
て
は
、
住
民
、
ご
遺
族
、
地

権
者
な
ど
の
意
向
を
確
認
し
な
が
ら
、

環
境
整
備
と
将
来
的
な
地
区
の
姿
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

【
施
策
】

①
心
の
ケ
ア
・
生
活
再
建
支
援
の
推

　
進

② 

地
域
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
の
活
性
化
へ

の
支
援

③
公
園
施
設
な
ど
の
再
整
備

④
吉
野
地
区
の
環
境
整
備

２ 

な
り
わ
い（
仕
事
）の
再
生

大
規
模
な
被
害
を
受
け
た
各
産
業

基
盤
に
つ
い
て
は
、
国
・
北
海
道
な

ど
関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
復
旧
を

推
進
し
ま
す
。

特
に
民
有
林
を
含
め
た
被
災
森
林

の
再
生
に
関
し
て
は
長
い
年
月
を
要

し
ま
す
が
、
調
査
・
研
究
を
引
き
続

き
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
震
災
を

き
っ
か
け
と
し
た
町
外
と
の
つ
な
が

り
（
＝
関
係
人
口
）
の
維
持
・
拡
大

を
図
る
と
と
も
に
、
復
興
に
向
け
た

新
産
業
の
創
出
に
向
け
て
連
携
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。

【
施
策
】

①
産
業
基
盤
の
復
旧

②
森
林
お
よ
び
林
業
の
再
生

③ 
関
係
人
口
・
企
業
と
の
連
携
に
よ

る
新
し
い
産
業
の
創
出

３ 

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
避
難
所
や
避
難
通
路
の

見
直
し
、
地
域
防
災
体
制
の
整
備
な
ど
、
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
の
両
面
の
防
災
・
減
災
を
推
進
し
ま
す
。
災

害
時
に
拠
点
施
設
と
な
る
役
場
庁
舎
お
よ
び
周
辺
施

設
、
備
蓄
倉
庫
の
整
備
に
つ
い
て
も
、
本
格
的
な
検

討
に
着
手
し
ま
す
。

【
施
策
】

①
災
害
に
強
い
社
会
基
盤
の
整
備

②
地
域
防
災
体
制
の
強
化

③
防
災
拠
点
・
施
設
の
整
備

４ 

被
災
の
記
憶
の
継
承

震
災
で
得
た
多
く
の
教
訓
と
復
旧
・
復
興
の
記
憶

や
経
験
を
忘
れ
ず
町
内
外
で
共
有
し
、
今
後
の
災
害

に
備
え
る
防
災
意
識
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

【
施
策
】

①
犠
牲
者
の
追
悼

②
震
災
の
記
録
や
記
憶
の
継
承

③
防
災
・
減
災
意
識
の
醸
成

④ 

震
災
の
経
験
を
生
か
し
た
交
流
人
口
・
関
係
人
口

の
創
出

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
厚
真
町
復
旧
・
復
興
計

画
第
１
期
お
よ
び
第
２
期
を
策
定
し
、
町
民
の
皆

さ
ん
や
関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
、
生
活
再
建
や

生
活
基
盤
の
早
期
復
旧
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

発
災
か
ら
２
年
が
過
ぎ
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
復
旧
事
業
が
進
展
し
て
い
る
こ
と
や
、
今

後
は
中
長
期
的
な
地
域
づ
く
り
の
視
点
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
第
４
次
厚
真
町
総
合
計
画
の
改

訂
と
合
わ
せ
て
、
復
旧
・
復
興
計
画
に
つ
い
て
も
、

第
３
期
と
し
て
新
た
に
策
定
し
ま
す
。

復
旧
事
業
の
進
ち
ょ
く
状
況
と
、
地
域
づ
く
り
の
中
長
期
的
な
視
点
を
踏
ま
え
て
、

復
旧
・
復
興
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
を
次
の
４
つ
の
方
針
に
整
理
し
て
い
ま
す
。

胆
振
東
部
地
震
で
は
、
地
域

住
民
の
手
に
よ
っ
て
守
ら
れ
、

受
け
継
が
れ
て
き
た
歴
史
的
な

価
値
を
有
す
る
文
化
財
や
、
地

域
に
お
い
て
住
民
の
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
と
な
っ
て
き
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
も
大
き
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。

町
で
は
、
そ
れ
ら
の
文
化
財

な
ど
を
後
世
に
引
き
継
い
で
い

く
た
め
に
、
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
復
旧

再
建
の
取
り
組
み
に
対
し
、
北

海
道
の
補
助
制
度
を
活
用
し
て

支
援
し
て
い
ま
す
。

【令和元年度の実績】
指定文化財災害復旧事業
・正楽寺本堂（軽舞）　・専厚寺本堂（桜丘）

地域コミュニティ施設等再建支援事業
・鹿沼出雲神社（実施主体：鹿沼自治会復興委員会）
・豊沢天満宮（実施主体：豊沢自治会）
・軽舞神社（実施主体：軽舞自治会）
・厚和八幡神社（実施主体：厚和自治会）

●
町
に
よ
る
工
事

町
道
桜
丘
本
線
で
は
地
震
で

崩
落
し
た
道
路
法
面
に
法
枠
工

を
施
工
し
、
復
旧
し
ま
し
た
。

現在、北海道開発局・北海道・町などが災害復旧工事を行っています。工事の実施にあたっ
て各発注機関と受注業者による安全連絡協議会を設置し、連携して交通安全や住環境の保全
に努めています。大量の土砂を運ぶため多くのダンプカーが走行するなど、皆さんにはご迷
惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

日高幌内川の災害復旧工事町道桜丘本線

胆振東部地震災害復旧工事厚真町安全連絡協議会
☎080-2867-6611
建設課 土木グループ　☎27-2451災෮ࣄچ災෮ࣄچ

早期復旧を目指して！

●
北
海
道
に
よ
る
工
事

日
高
幌
内
川
で
は
、
天
然
ダ

ム
湖
の
埋
め
立
て
、
吉
野
・
富

里
地
区
の
斜
面
工
事
で
は
法
枠

工
や
植
生
工
、
砂
防
工
事
で
は

え
ん
堤
工
を
進
め
、
今
年
度
内

で
の
復
旧
を
目
指
し
ま
す
。

問い合わせ

年月 主な実施事項
令和元年８月 復旧・復興に関する町民アンケート
令和元年８月

～11月
復旧・復興に関する
町民ワークショップ（全３回）

令和元年10月 厚真町復旧・復興計画第１期策定（住まい再建について）
令和２年３月 厚真町復旧・復興計画第２期策定（復旧・復興の全体像について）
令和２年８月 復旧・復興とまちづくりに関する町民アンケート
令和２年11月 骨子の公表（第４次総合計画改訂版に内包）

これまでの策定経過

計
画
の
体
系

策
定
の
趣
旨

復
旧
・
復
興
計
画
第
３
期
の
策
定
に
む
け
て

災
害
復
旧
事
業

自
力
で
の
自
宅
再
建
が
困
難

な
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
建

設
を
進
め
て
き
た
災
害
公
営
住

宅
３
団
地
32
戸
が
完
成
し
、
入

居
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
24
日
か
ら
上
厚
真
あ
か

り
団
地
、
10
月
24
日
か
ら
新
町

の
ぞ
み
団
地
と
本
郷
き
ず
な
団

地
の
入
居
者
へ
順
次
鍵
の
引
き

渡
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

災
害
公
営
住
宅

復
旧
し
た
正
楽
寺
本
堂（
軽
舞
）

完成した新町のぞみ団地 上厚真あかり団地への引越作業

復
旧
し
た
鹿
沼
出
雲
神
社
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「北海道厚真町産ハスカップ（発泡酒）」の発売座談会が９
月23日、札幌市のキリンビール株式会社北海道統括本部で
開かれました。座談会には、北海道統括部長の金丸俊憲さん
や宮坂町長、北海道の胆振東部地震災害復興支援室の大川祐
規夫室長が出席し、来年の抱負や胆振東部地震の復旧・復興
などについて意見を交わしました。
町内産のハスカップを原料にしたクラフトビール「北海道

厚真町産ハスカップ」は、同社関係会社のスプリングバレー
ブルワリー株式会社が、昨年から製造しています。今年も９
月４日から、東京都内にある関係会社の直営レストランで販
売し、好評を得ました。
座談会の冒頭、クラフトビールで乾杯し、出席者はさわや

かな味わいに笑顔をこぼしました。引き続き行われた座談会
で、醸造の担当者は「社員自らが収穫したハスカップを使い
ました。天候の影響で小粒だったようですが、濃厚な味や香
りが好評で、予定より早く完売しました。来年度の醸造も検
討したい」と前向きな意見を披露。宮坂町長は「復旧が進み
不安は取り除かれつつあり、元の輝きを取り戻したい。都市
部の人を受け入れ、分散型社会に取り組みたい」と今後の取
り組みについて抱負を述べました。

厚真産ハスカップを使用した
クラフトビール発売座談会

ボランティアグループ「あゆみ会」が、今年度の第
44回道新ボランティア奨励賞を受賞し、箱崎倫子会長
らが９月24日、宮坂町長に受賞を報告しました。
公益財団法人北海道新聞社会福祉振興基金などが、道

内で活躍するボランティア団体を毎年、表彰していま
す。今年は、特別賞１団体と奨励賞９団体の合計10団
体が受賞しました。箱崎さんは「地域のために頑張りま
す」と語りました。

あゆみ会が奉仕活動の受賞報告

国際ロータリー第2510地区（北海道西部）ガバナーの福
井敬悟さんらが９月25日、町役場を訪れ、軽乗用車１台を
寄贈しました。
環境に優しいハイブリッドの四輪駆動車で、誤発進抑制機

能などの安全装備も備えています。役場庁舎前でキーを受け
取った西野副町長は「大切に使わせていただきます」と話
し、福井さんは「業務に役立ててください」と話しました。

国際ロータリークラブが
町に軽自動車寄贈

上厚真小学校の５年生13人が９月28日、幌内地区
を訪れ、胆振東部地震で崩落した斜面に学校で育てた
苗木約30本を植樹しました。児童たちは、スコップ
で穴を掘り、丁寧に土をかぶせて森林再生を願いまし
た。
崩落斜面の植林は、町やNPO法人きたネット、胆
振林業青年部の主催です。胆振東部地震による森林へ
の影響を実体験してもらい、森の再生を通じて将来の
森の姿を感じてもらうのが目的です。胆振林業青年部
は、苗木を守るための鹿柵を提供。きたネットと森
林の保全活動などを行っているNPO法人近自然森づ
くり協会（東京都）の関係者など約20人が指導しまし
た。
児童たちは、地震の爪あとが残る崩落斜面を観察。

担当者から「高さ30ｍほどに育つのに50年以上かか
ります」と説明を受けて感心しきり。昨年７月から学
校で育てたミズナラやヤチダモなどの苗をひと株ずつ
斜面に移植しました。
井内宏磨校長は「森林再生の第一歩に関われること
は、子どもたちにとって貴重な経験です。今後の町の
復興のプラスになると思います」と語り、児童は「地
震で無くなった森が元通りになって欲しい」と話しま
した。

「元の森に戻ってね」
上厚真小５年生が崩落斜面に植樹

一般社団法人北海道土地改良設計技術協会（札幌市、堀井
健次会長理事）は10月12日、胆振東部地震の支援金500万
円を町に寄付しました。
協会の寄付は、３年連続３回目。町を訪れた堀井会長は
「被災地復興のために、有効に活用してください」と話し、
町長に目録を手渡しました。宮坂町長は「皆さんの支援のお
陰で、一刻も早い本格復旧を成し遂げます」とお礼を述べ、
堀井会長に感謝状を贈りました。

北海道土地改良設計技術協会が寄付

町社会福祉協議会は10月６日、厚真児童会館の集会室で土器
づくり体験講座を開き、参加した約20人は、笑顔を浮かべなが
ら粘土で器を作りました。
講師は、学芸員の乾哲也さんらが務めました。参加者は、粘土
をこねてひも状にして重ね、何度も指先に水を付けながら凹凸を
平らにして縄の模様を施しました。棒を使ってくぼみをつけたり
突起を施すなど、いずれも個性的な作品に仕上がり、満足な出来
栄えに笑顔でVサインする人もいました。土器は、ひと冬かけて
自然乾燥し、来春、たき火で焼き上げて完成するそうです。

土器づくり講座　高齢者に笑顔

宮坂町長に受賞を報告する副会長の幅田利子さんと会長
の箱崎さん（左から）

町長に寄付の目録を贈った副会長理事の中井和子さん
と堀井会長理事（左から）

乾学芸員（左）から手ほどきを受けて土器をつくる
参加者

クラフトビールで乾杯する大川室長
と宮坂町長と金丸本部長と、リモー
トで参加した東京の直営レストラン
の古川淳一さん（左から）

香り豊かな味に仕上がった
厚真町産ハスカップの

クラフトビール

車のキーを西野副町長に手渡すガバナーの福井さん（左）
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　　　 ―
着
任
し
て
１
カ
月
が
過
ぎ
ま
し

た
ね私

も
妻
も
大
阪
市
の
出
身
で
、

２
人
子
ど
も
が
い
ま
す
。
妻
は
当

初
、
移
住
に
反
対
で
し
た
が
、
１

カ
月
た
っ
た
今
、
す
っ
か
り
気
に

入
っ
た
よ
う
で
す
。
自
然
を
感
じ

な
が
ら
生
活
で
き
る
喜
び
と
い
う

の
で
し
ょ
う
か
。「
来
て
よ
か
っ

た
」
っ
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

―
転
機
の
き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た

の
で
す
か

Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
起
業

し
て
、
デ
ザ
イ
ン
や
シ
ス
テ
ム
系

の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
で
、

自
宅
と
会
社
と
の
往
復
の
日
々

で
、
遅
い
時
間
に
帰
宅
す
る
こ
と

も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。
自
分

の
将
来
を
考
え
て
い
た
時
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

が
出
始
め
、
会
社
通
い
か
ら
テ
レ

ワ
ー
ク
に
変
わ
り
ま
し
た
。
働
き

方
の
選
択
肢
が
増
え
た
こ
と
が
、

大
き
な
き
っ
か
け
で
す
。
併
せ
て
、

家
族
と
の
時
間
も
意
識
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

移
住
を
決
断
し
た
の
は
５
月
で

す
。
知
人
を
介
し
て
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
募
集
を
知
り
、
応
募
し

ま
し
た
。
空
港
か
ら
近
く
て
海
や

山
な
ど
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
環

境
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ

と
、
幼
少
期
に
阪
神
淡
路
大
震
災

を
経
験
し
た
ほ
か
、
実
家
の
熊
本

で
両
親
が
地
震
に
遭
う
な
ど
、
被

災
経
験
者
が
身
近
に
多
く
い
ま
し

た
。
被
災
地
・
厚
真
で
何
か
で
き

な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
の
も
動
機

の
一
つ
で
す
ね
。

―
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
か

今
年
７
月
に
設
立
さ
れ
た
一
般

社
団
法
人
「O

penTow
n

（
オ
ー

プ
ン
タ
ウ
ン
）厚
真
」
に
在
籍
し

て
い
ま
す
。「
企
業
研
修
型
」
と

い
う
と
、
経
験
値
の
浅
い
人
が
ノ

ウ
ハ
ウ
を
培
っ
て
実
践
に
備
え
る

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
私
の

場
合
は
即
戦
力
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン

ス
が
強
い
よ
う
で
す
。
町
内
に
は
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
経
験
者

が
、
事
業
を
展
開
し
た
り
事
業
の

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

の
人
々
と
の
人
脈
づ
く
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
フ
ァ
ー
ム

ス
テ
イ
や
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
な
ど
を

使
っ
た
滞
在
型
体
験
観
光
な
ど
で

関
係
人
口
を
増
や
せ
な
い
だ
ろ
う

か
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア

を
持
っ
た
人
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
て
、
行
政
と
も
連
携
し
な

が
ら
魅
力
あ
る
事
業
を
組
み
立
て

た
い
と
思
い
ま
す
。

―
関
係
人
口
の
創
出
に
は
何
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
か

厚
真
に
来
た
い
と
思
っ
て
い
る

人
た
ち
が
、
一
定
期
間
滞
在
で
き

る
場
所（
宿
泊
施
設
）が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
と
、
町
外
に
魅

力
を
伝
え
る
情
報
発
信
も
大
切
で

す
。
特
に
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
し
な
が
ら
、
豊
か

な
自
然
の
中
で
暮
ら
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
人
は
増
え
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。
厚
真
は
、
そ
の
魅
力

を
備
え
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
新
た
な
生
活

ス
タ
イ
ル
の
提
案
が
で
き
る
よ
う

な
事
業
を
考
え
て
い
き
た
い
で
す

ね
。

厚
真
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

川か
わ

邊べ

　
晃あ
き
ら

さ
ん
（
31
歳
）

着

任
▽
令
和
２
年
９
月（
１
年
目
）

出
身
地
▽
大
阪
市

企
業
研
修
型

地
域
お
こ
し
協
力
隊

３歳以下のお子さんの写真を募集しています。住所、氏名（ふりがな）、生年月日、性別、両親の氏名（ふりがな）、
電話番号を明記の上、まちづくり推進課企画調整グループへ。　〈メール〉kikaku@town.atsuma.lg.jp

まちの
アイドル

͜ͳ�ΏΒͪΌΜʢ�ʣ͞いͱ͏�͕͘͘Μʢ�ʣ ͞Θ͙ͪ�͚い͘Μʢ�ʣ

厚真スローイング　佐藤遙斗さん（厚真中学３年）
・第24回道央中学陸上競技選手権大会〔８月８日～９日、千歳市青葉陸上競技場〕
種　目：800ｍ　成　績：２位（標準記録突破、全国大会出場）
・全国中学生陸上競技大会2020〔10月16日～18日、日産スタジアム（横浜市）〕
種　目：800ｍ　成　績：決勝進出、全国７位入賞

町
民
の
活
躍

町
民
の
活
躍 ◉大会やコンクールなどの結果について情報をお寄せください。

教育委員会 生涯学習課 社会教育グループ ☎27-2495 （毎月15日まで）
賞状を手に初の全国大会出場と
入賞を喜ぶ佐藤さん

JAとまこまい広域（宮田広幸代表理事組合長）の代表理事専
務、堀弘幸さんらが10月７日、町に厚真産の新米「さくら米」
（ななつぼし）50kgを寄贈しました。
堀専務は「今年は、平年作以上の作柄で、高品質米ができまし

た。豊穣が期待されます」と報告。宮坂町長は「すでに、何度か
新米を食べましたが、非常においしかった。素晴らしいお米を届
けていただきありがとうございます」と感謝しました。新米は
10月15日、こども園と小・中・高校の学校給食として振る舞わ
れました。

JA とまこまい広域　 新米 50㎏を寄贈

市街地の花壇を冬支度
町は10月15日、町商工会女性部（上田輝美部長）やボランティ

ア団体・花フレンズの協力を得て、市街地にある86カ所の花壇
の冬支度を行いました。
市街地の花壇は、環境美化などを目的に町が「市街地環境整備

事業」の一環として手掛けています。今年は、６月からペチュニ
アなど約1,000株の花を植えて、花壇を管理してきました。冬支
度には、約30人が参加し、花を抜き取って土をならし、来シー
ズンに備えました。

町は10月16日、小型無人機ドローンの操縦技術や専門
技術が学べるJUAVACドローンエキスパートアカデミー
北海道校（札幌市、株式会社ドリームベース運営、昨年４
月開校）とパートナーシップ協定を結びました。
同校と道内自治体の協定締結は初めて。同校は、フライ

ト基本技術や測量基本技術など４つのコースを開設し、専
門的な人材を養成しています。町は、ノウハウを受けなが
ら、まちづくりや地域経済の活性化などを図ります。
協定書によると、町が主催する各種行事でドローンへの

町民の理解や啓発の場を設け、防災訓練での連携や災害時
での協力など、双方で連携を強化することなどが盛り込ま
れています。宮坂町長と同校運営会社の伊豆正則代表取締
役社長が協定書に署名し、文書を交わしました。

ドローンエキスパートアカデミー
北海道校とパートナーシップ協定

新米を贈るJAとまこまい広域の斉藤義幸理事と
堀弘幸代表理事専務、宮坂町長、遠藤教育長（左
から）

協定書を交わす宮坂町長と株式会社ドリームベース
代表取締役社長の伊豆正則さん
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赤
あ か ま
間 永

ひ さ と
彪くん

大
おお
垣
がき
尊
たか
良
ら
くん

織
おり
田
た
優
ゆ
菜
な
さん神

くま
代
しろ
 こころさん

龍
たつ
崎
ざき
大
ひろ
翔
と
くん

■
強
歩
大
会
（
９
月
25
日
）

厚
真
高
校
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー

ル
地
点
と
し
て
、
町
内
約
20
㎞
の

コ
ー
ス
を
完
歩
し
ま
し
た
。
９

時
に
校
長
の
号
砲
で
ス
タ
ー
ト
。

途
中
、
４
カ
所
の
給
水
所
で
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
も
あ
り
ま
し
た
。

１
位
の
生
徒
は
２
時
間
を
切
っ

て
ゴ
ー
ル
。
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
気

力
・
体
力
が
試
さ
れ
ま
し
た
。
町

や
Ｊ
Ａ
と
ま
こ
ま
い
、
苫
小
牧
警

察
署
厚
真
駐
在
所
、
町
交
通
安
全

推
進
委
員
会
、
農
業
担
い
手
セ
ン

タ
ー
、
上
野
生
活
館
な
ど
、
関
係

機
関
の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。

お
か
げ
で
、
事
故
な
く
終
了
し
ま

し
た
。

■
後
期
始
業
式
・
生
徒
会
役
員
認

証
式
（
10
月
１
日
）

今
年
度
の
後
半
が
始
ま
り
、
始

業
式
を
行
い
ま
し
た
。
伝
達
表
彰

で
は
、
英
語
検
定
に
合
格
し
た
３

人
の
生
徒
に
合
格
証
書
が
渡
さ

れ
ま
し
た
。
南
原
賢
二
校
長
か

ら
「
後
期
の
生
活
を
大
切
に
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
つ
け

よ
う
。
特
に
、
相
手
の
目
を
見
て

あ
い
さ
つ
を
」
と
講
話
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
生
徒
会
役
員
認
証

式
で
は
、
校
長
か
ら
新
生
徒
会
役

員
に
任
命
書
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

■
中
学
生
体
験
入
学（
10
月
６
日
）

中
学
校
３
年
生
対
象
の
厚
高

体
験
入
学
が
あ
り
ま
し
た
。
生
徒

会
が
中
心
に
な
り
、
受
け
付
け
や

案
内
、
全
体
会
の
司
会
な
ど
を
務

め
ま
し
た
。
全
体
会
後
、
各
教
科

（
国
語
・
社
会
・
数
学
・
理
科
・

体
育
・
英
語
・
家
庭
・
情
報
）
の

体
験
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
来

春
の
入
学
に
つ
な
が
る
よ
う
期

待
し
て
い
ま
す
。

■
学
校
祭
（
10
月
８
〜
９
日
）

当
初
は
７
月
の
開
催
予
定
で

し
た
が
、
内
容
を
変
更
し
体
育

大
会
と
合
わ
せ
て
２
日
間
実
施

し
ま
し
た
。
初
日
は
体
育
競
技

で
、
全
校
生
徒
が
男
女
混
合
で
４

チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
リ
レ
ー
な

ど
で
青
春
の
汗
を
流
し
ま
し
た
。

昼
食
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
全
員
一

緒
に
あ
づ
ま
ジ
ン
ギ
ン
ス
カ
ン

を
食
べ
ま
し
た
。
２
日
目
は
文
化

的
行
事
で
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
展
示

や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
＆
生
徒
会

企
画
を
繰
り
広
げ
、
楽
し
い
行
事

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

短

歌

あ
つ
ま
文
芸
友
の
会
発
行
「
文
芸
あ
つ
ま
第
二
十
四
号
」
か
ら
抜
粋

原
木
の
古
き
し
い
た
け
裏
庭
に
鳥
が
啄
み
丸
ぼ
う
ず
な
り

復
興
を
め
ざ
す
も
未
曾
有
の
震
災
の
わ
が
厚
真
町
を
照
ら
す
寒
月

雪
の
上
に
収
穫
出
来
ぬ
稲
穂
あ
り
雁
の
群
れ
が
啄
み
て
を
り

本
郷　

本
田
博
子

本
郷　

武
田
弘
子

本
郷　

矢
部
慧
子

厚高インフォメーション
Atsuma High school Information 

Vol.251

学校の取り組みをご覧いただけます。
厚真高校ホームページ
http://www.atsuma.hokkaido-c.ed.jp/

大
おお
垣
がき
尊
たか

くん

おり た ゆ な

厚真中央小学校６年
龍
たつ
崎
ざき
大
ひろ

学校祭　２日目

胆振・日高地方は、北海道の中でも竜巻などの激し
い突風（以下竜巻等）の発生数が多い地域です（図１）。
年間の約半分程度が秋に集中しています（図２）。
竜巻は積乱雲に伴う激しい空気の渦巻きでひとたび

発生すると、人命に関わる大きな災害が起こる可能性
があります。
気象台では、竜巻などが予想される場合には、「雷と

突風に関する気象情報」や「雷注意報」、「竜巻注意情報」
を発表します。「竜巻発生確度ナウキャスト」では、詳
細な分布と約１時間先までの予報を提供しています。
発達した積乱雲が近づく兆しは、真っ黒い雲が近づ

いて周囲が急に暗くなったり、冷たい風が吹き出したり、
雷鳴が聞こえたり、雷光が見えたりします。
竜巻等から身を守るには、屋外では、頑丈な建物の

中や頑丈な構造物の物陰に入って身を小さくしてくだ
さい。また屋内ではカーテンを閉め窓から離れて、１
階の丈夫なテーブル等の下に入って頭を守るなど、身
の安全を確保してください。

問い合わせ　室蘭地方気象台　☎0143-22-4249

竜巻注意情報について

厚真子育て支援センター ☎27－2438　京町152（こども園つみきに併設）
厚南子育て支援センター ☎28－3155　上厚真258‒7（宮の森こども園に併設）

問い合わせ・予約・相談

12月の よてい
子育て支援センター

・自由開放　・子育て相談（※要事前連絡）…月曜～金曜日　９時～12時、13時～15時
・サークル活動（※予約制）…月曜～金曜日　13時～15時

࠲ߨҭてࢠ �ฤΈ࠲ߨʮͲΜ͙ΓΛ࡞Ζ͏ʯ
日　時： ①12月９日（水）10時～11時

②12月16日（水）10時～11時
場　所：厚南子育て支援センター
内　容：子ども用どんぐり帽を作ります
持ち物： 毛糸（7～8号針用）、かぎ針（ある方は持参）

※７号、８号のかぎ針は数本貸し出し可
 申し込み： 12月２日（水）までに厚南子育て支援センターへ

࠲ߨҭてࢠ �੨ϏΫε
日　時：12月15日（火）10時～10時30分
場　所：厚真子育て支援センター
対　象： 子育て支援センターに通うお子さんと

保護者
持ち物： タオル（汗ふき用）、飲み物、動きやす

い服装
申し込み：  12月8日（火）までに厚真子育て支援セ

ンターへ

࠲ߨҭてࢠ ࣨڭ͘͘͢͢�
日　時：12月11日（金）10時30分～11時30分
場　所：総合ケアセンターゆくり２階調理実習室
内　容： おすすめのメニュー紹介、デモンストレーション、

ミニ講話
定　員：先着10組
 申し込み： 12月１日（火）までに各子育て支援センターへ

Helloえいご・えいごであそぼう
10時30分～11時

毎月、各センターで、ＡＬＴの先生と遊びを
通じて英語に触れる事ができます。興味のあ
る方は各センターにお問い合わせください。

気象庁のホームページでは、「自らの命を自らが守る」をテーマにしたeラーニン
グで楽しく学ぶためのページを開設し、大雨のときにとるべき避難行動などの動画
を公開しています。詳しくは「気象庁　eラーニング」で検索、または二次元バーコー
ドからアクセスしてご覧ください。

第１図　北海道の竜巻分布図
（1961～2015年）

第２図　日本の竜巻の月別発生確認数
（1991～2017年：海上竜巻は除く）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

120
100
80
60
40
20

11 12 (月)
(件)



R２.11 2020.1121 20

保健の掲示板 12月

予防接種

接種できる日

予　約
受付・接種場所
持ち物

あつまクリニック　☎ 27‒2422 ژொ��
લのिの༵ۚ日まͰʹ༧がඞཁͰす（༧डؒ࣌ā࣌̕ʙ࣌��、࣌��ʙ࣌��ð

毎週水曜日　14時～15時（͜のؒ࣌ҰൠྍٳΈ）
ຖि月ɾ༵ۚ日　࣌̕ʙ࣌��、࣌��ʙ࣌��
ຖिਫ༵日　　　࣌̕ʙ࣌��、࣌��ʙ࣌��

未 就 学 児
小学生～19歳

印鑑、母子健康手帳、予診票

ワ ク チ ン 対 象 者 標 準 的 な 接 種 期 間 と 回 数

Ｂ 型 肝 炎 生後２カ月～１歳未満 (初回)27日以上空けて２回
（追加）１回目終了後から20週以上空けて１回

ヒ ブ 生後２～60カ月未満 （初回） 生後２～７カ月未満（27日以上空けて３回）
（追加）初回後７～13カ月空けて１回

小 児 肺 炎 球 菌 生後２～60カ月未満 （初回） 生後２～７カ月未満（27日以上空けて３回）
（追加） 生後12～15カ月未満（初回後60日以上空けて１回）

四 種 混 合
（ジフテリア・破傷風・百日咳・ポリオ）生後３～90カ月未満

（初回） 生後３～12カ月未満に20～56日空けて３回
（追加）初回後12～18カ月空けて１回

B C G 生後５カ月～１歳未満 生後５～8カ月未満に１回

ＭＲ混合
（麻しん・風しん）

①生後12～24カ月まで
② 平成26年４月２日～平成27年４月１日生
まれ（小学校就学前の１年間）

①、②ともに１回

水痘（水ぼうそう） 生後12～36カ月未満
※すでに罹

りか ん
患済みの場合は対象外

(初回)生後12～15カ月未満に１回
(追加)初回後６～12カ月空けて１回

おたふくかぜ（任意）
１～３歳未満
※任意ですが町独自の助成により無料
※すでに罹患済みの場合は対象外

１歳以上で１～２回

日 本 脳 炎
３～９歳
※ 特例で20歳未満まで接種可（詳しくは町
保健師にお問い合わせください）

（１期初回）３歳：６～28日空けて２回
（１期追加）４歳： １期初回終了後約１年空けて１回
（２　　期）９歳：１回

小児マヒ（ポリオ）
生後３～90カ月未満
※ 生ポリオワクチン(２回)および四種混合
ワクチンをすでに受けている場合は不要

（初回）生後３～12カ月未満に３回
（追加）初回後12～18カ月空けて１回

ロタウイルス
（ロタリックス）
※10月より定期接種

令和２年８月１日以降生まれで、生後６週
～24週未満
※ロタテック（５価）の接種を希望される
場合は町保健師にお問い合わせください

27日以上あけて２回

◉ 予約時は、予防接種専用サイトで予約の可否を確認してください。
サイト内の予防接種と母子手帳の接種履歴に相違がある場合などは、住民課健康推進グループ（保健師）までご連絡ください。

住民課 健康推進グループ　☎26‒7871
（૯߹έΞηϯλーΏくり）

健診・相談・検診

診療科目 内科・小児科
住　　所 苫小牧市旭町2‒9‒2
電　　話 0144－32－0099 

診療時間
平 日 19時～翌朝7時
土 曜 日 14時～翌朝7時
休 日 ９時～翌朝7時

日程 区分 病　　院　　名 住　所（苫小牧市） 電話(0144)
６日
（日）

内科系 うとないキッズクリニック 北栄町１-22-36 53-8080
外科系 光洋いきいきクリニック 光洋町１-16-16 71-2700

13日
（日）

内科系 稲岡内科小児科 北光町２-７-10 72-5141
外科系 同樹会苫小牧病院 新中野町３-９-10 36-1221

20日
（日）

内科系 桜木ファミリークリニック 桜木町２-25-1 71-2351
外科系 苫小牧日翔病院 矢代町２-９-13 72-7000

27日
（日）

内科系 とまこまいこどもクリニック 住吉町１-２-８ 33-1050
外科系 とまこまい脳神経外科 光洋町１-12-20 75-5111

31日
（木）

内科系 さくらファミリークリニック 東開町３-17-21 55-6526
外科系 とよた腎泌尿器科クリニック 元中野町２-17-12 31-2000

12月の日曜・祝日当番医　診療時間：９時~17時 苫小牧市夜間休日急病センター

北海道救急医療・広域災害情報システム

夜間・休日は急病センターも診察
を受け付けています。

近くの医療機関などが検索できます
http://www.qq.pref.hokkaido.jp
☎0120-20-8699
☎011-221-8699(携帯·PHSから)

保健所の相談・検査をご利用ください　問い合わせ　苫小牧保健所　☎ 0144－34－4168
相談・検査の名称 内　容 日　程 受付・予約

新型コロナウイルス感染症対策
におけるこころの健康相談

保健師・精神保健福祉士などへの相談
（面接・電話） 平日８時45分～17時30分

苫小牧保健所
☎0144‒34‒4168

医療相談 保健・医療・福祉などの相談
女性の健康相談 妊娠、出産、子育てなど女性の心身の相談 12月21日 月
肝炎ウィルス検査 感染が疑われる方は無料（要事前確認） 12月１日 火
骨髄バンク登録 登録の基準があります 12月１日 火、 15日 火
HTLV-1抗体検査 検査日の20日前までに予約してください 12月15日 火
HIV検査（エイズ相談） 無料、匿名検査（要事前確認） 12月１日 火、 15日 火 エイズ専用電話

☎0144‒35‒7474

※医療機関が変更になる場合があります。病院や新聞などで事前に確認してください。

インフルエンザ予防接種

今年度のインフルエンザ予防接種は、９月25日発
行の「インフルエンザ予防接種について」で町民の
皆さんにお知らせしていますが、新型コロナウイル
ス感染症とインフルエンザの同時流行を防ぐため、
今年度に限り、インフルエンザ予防接種費用の助成
対象者と助成額を次のとおり変更します。

・助成対象者
厚真町に住民登録のある人でいずれかに該当する方
①65歳以上
② 60歳～64歳で心臓、腎臓、呼吸器機能に障害があ
るなど、厚生労働省令で定められている方
③生後６カ月～１歳未満
④１歳～12歳（小学６年生）
⑤13歳（中学１年生）～15歳（中学３年生）
※③④⑤の方は任意接種
※③⑤は今年度に限り対象

・接種場所【事前予約が必要です】
あつまクリニック
12月29日（火）までの診療時間内（日曜、祝日除く）
総合福祉センター〔集団接種〕
11月26日（木）14時～16時

・接種費用（自己負担額）
助成対象者が町内で接種の場合は無料
※今年度に限ります
※助成対象者以外の方は3,200円／１回
※助成対象者が町外で接種した場合は下記参照

・助成回数
対象者③④…２回　　対象者①②⑤…１回

・助成対象期間
12月31日（木）まで　※期間外の接種は助成対象外

・町外で接種した場合の助成方法
助成対象者が町外の医療機関で接種した場合、精
算後に町に申請を行うことで接種費用を助成します。
すでに申請済みの場合は、助成内容の変更に伴う再
申請は不要です。
・接種期間…10月1日(木)～12月31日(木)
・助成額…1回につき上限3,280円まで
・ 申請に必要なもの…印鑑、インフルエンザ予防接
種費用と分かる領収書、振込口座の分かるもの
・申請窓口…総合ケアセンターゆくり、上厚真支所
・申請期間…令和３年３月31日（水）まで

乳がん・子宮がん検診

対 象
乳 が ん：40歳以上の女性
子宮がん：20歳以上の女性
※昭和奇数年生まれ、平成偶数年生ま
れの方に助成あり

と き 12月３日（木）８時30分～13時（受付）
と こ ろ 総合ケアセンターゆくり
予 約 先 住民課 健康推進グループ※要事前予約

①プレママ教室　②ニューママ教室
対 象 ①産後２～６カ月のママとお子さん　　②現在妊娠中の方

と き
12月17日（木）　※年間事業計画から変更しています。
① ９時30分～10時20分　※赤ちゃんの計測を希望する方は
９時～９時20分にお越しください。
②10時30分～11時40分

と こ ろ 厚真子育て支援センター
内 容 ①ベビーマッサージ、助産師相談②マタニティヨガ、助産師相談
持 ち 物 母子健康手帳、バスタオル

あつまクリニック年末年始のお休み▶12月29日（火）午後～令和３年1月３日（日）

助成対象者と助成額を変更します

※町内で接種する場合は、必ず事前にあつまクリニックに予約してください　☎27-2422
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お悩みの方へでひきこもり
ւಓͻ͖͜り年૬ஊηϯλー

നੴ۠ฏ௨ࢢຈࡳ ��ஸ �ô��

ւಓཱਫ਼ਆอ݈ࢱηϯλー
നੴ۠ຊ௨ࢢຈࡳ ��ஸ �ô��

ͻ͖͜りऀࣄͱͦのՈをରͱしͨグループ
。ԉ、૬ஊをड͚͚ますࢧ

ʮ੨年ظ親のձʯͰ、੨年ظʹお͚Δରਓෆ҆、
͏ͭ、ࣾձతͻ͖͜りなͲのՈを࣋ちんͰ
いΔՈがおޓいʹ話し߹い、ײཱݽをΒ͛、ঢ়
。ます͑ߟをཧղしながΒՈのରԠをگ

子Ͳ૬ஊࢧԉηϯλー
தԝ۠ࢢຈࡳ � �ஸಓி別ؗ �֊

ෆొߍい͡ΊなͲʹΉࣇಐ生ెอ͔ऀޢΒの
૬ஊをड͚͚ます。

ひきこもりとは、病気や体が不自由など、外
出できない状況ではないにもかかわらず、さま
ざまな要因を背景にして、就労や就学など社会
的活動の期間が長期（一般に６カ月以上）にわ
たって失われている状態をいいます。
ひきこもりがある程度長期化し、回復のきっ
かけが見つからない場合には、ひとりで悩みを
抱え込んだり家族の力だけで何とかしなければ
と考えず、専門の相談機関に相談することも１
つの方法です。
まずは、ご本人とご家族が一歩踏み出すとこ
ろから始めましょう。お悩みの方は下記の相談
窓口にご相談ください。

問い合わせ　住民課 健康推進グループ　☎26-7871（総合ケアセンターゆくり内）

電話相談
ὸ������������（૬ஊઐ༻）
ฏ日࣌���ʙ࣌��、࣌��ʙ࣌��（༵ɾ日༵ɾ
ॕ日、年年࢝をআく）
来所相談　※予約制
ฏ日࣌�ʙ࣌��（༵ɾ日༵ɾॕ日、年年࢝をআく）
メール相談
͜͜ΖのϦΧόϦー૯߹ࢧԉηϯλーのϗーϜϖー
δを͝ར༻くͩさい。
Ittp���www.kokoSo�SFDoWFSZ.oSg
˞ฦ৴ʹ��日ఔ͔͔Δ߹が͋ります

●日時
ຖ月ୈ༵̐日　࣌����ʙ࣌��
˞��月ୈ３༵日
●場所
ւಓཱਫ਼ਆอ݈ηϯλー　集ஂࣨྍ࣏
●参加対象者
ͻ͖͜りऀࣄのՈ（डೖਓ��ਓ以）
●電話相談　011-864-7000（平日）

●電話相談
ὸ����ô����ô��　ຖ日ؒ࣌��ରԠ
●来所相談　※予約制
ฏ日࣌��ʙ࣌��（༵ɾ日༵ɾॕ日、年年࢝を
আく）
●メール相談
EokFn�soEan@IokkaiEo�D.FE.jp
˞ฦ৴ʹ日͔͔Δ߹が͋ります。

 11月20日(金)、12月18日（金）
10時～15時（一人あたり50分程度）

総合ケアセンターゆくり

と　き

ところ

厚真町いのちを支える計画
ダイジェスト②

『
厚
真
町
い
の
ち
を
支
え
る
計
画
』
に
つ

い
て
、
５
月
号
で
は
、
自
殺
の
状
況
、
こ
こ

ろ
の
健
康
に
関
す
る
概
況
、
自
殺
の
傾
向
と

対
策
の
方
向
性
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
し
た
が
、

今
回
は
、
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

自
殺
対
策
の
基
本
的
な
考
え
方

自
殺
は
、
そ
の
多
く
が
追
い
込
ま
れ
た
末

の
死
で
す
。
自
殺
の
背
景
に
は
、
精
神
保
健

上
の
健
康
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
過
労
や
生

活
困
窮
、
育
児
や
介
護
疲
れ
、
い
じ
め
や
孤

立
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
要
因
が
あ
り
、

自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
と
い
う
危
機
は
誰
に

で
も
起
こ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
と
と
も
に
、

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
社
会
的
な
問
題
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。
そ
こ
で
、「
町
民
一
人
ひ
と

り
が
、
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に
し
、

と
も
に
支
え
合
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
の
実
現
」
を
本
計
画
の
基
本
理
念
と

し
、「
誰
も
が
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と

の
な
い
厚
真
町
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

計
画
の
目
標

ް
ਅ
ொ
ͷ
ࣗ
ࡴ
ࢮ


ͷ
ݱ
ঢ়

ͱ

ඪ


࣍
ͷ
௨
Γ
Ͱ
͢
Ố

現
状
値
29.7

目

標
25.2

※
10
万
対

※
過
去
５
年
間（
平
成
25
〜
29
年
）

自
殺
対
策
に
お
け
る
基
本
体
系
と
基
本
施
策

町
で
は
国
が
示
す
資
料
を
参
考
に
次
の
よ

う
な
体
制
で
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

■
令
和
２
年
度
の
取
り
組
み
の
紹
介

◆
基
本
施
策
2　
自
殺
対
策
を
支
え
る
人
材
の
育

成
に
つ
い
て

住
民
や
関
係
者
な
ど
身
近
に
い
る
人
が
、
早
期

に
悩
み
や
生
活
上
の
困
難
に
気
づ
き
、
声
を
か
け
、

想
い
に
寄
り
添
い
、
必
要
に
応
じ
て
地
域
ぐ
る
み

で
専
門
職
に
つ
な
ぐ
行
動
が
と
れ
る
よ
う
な
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

◆
重
点
施
策
3　
震
災
等
被
災
地
に
つ
い
て

自
然
災
害
で
は
、
家
族
や
親
族
、
知
人
、
住
居
、

生
業
を
突
然
喪
失
し
た
り
、
身
体
や
心
に
深
刻
な

影
響
を
与
え
る
よ
う
な
体
験
を
す
る
被
災
者
が
多

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
被
災
者
は
、
生

活
再
建
に
か
か
る
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
要
因
を

抱
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
生
活
再
建
な
ど
の
復

興
関
連
施
策
と
整
合
性
を
と
り
な
が
ら
、
自
殺
対

策
と
し
て
、
孤
立
防
止
や
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
に
つ
い

て
中
長
期
的
・
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

「眠れない」「人の視線が気になる」
「人に会いたくない」「以前よりイライラする」
「日常生活に支障が出るほどお酒を飲む」

「何事にも集中できない」…。

ຊਓ͝Ոの͜͜Ζの݈߁ʹͭいてྟচ৺ཧ࢜が૬ஊʹԠ͡ます。
問い合わせ　住民課 健康推進グループ　☎26-7871（総合ケアセンターゆくり内）

こんなこと、ありませんか。

こころの相談
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内　
容

事
業
名

身
近
な
活
動
で
気
づ
き
、
見
守
り
を

行
う
人
材
を
養
成
し
ま
す
。

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座

内　
容

事
業
名

保
健
師
な
ど
が
、
被
災
者
の
孤
立
防

止
、
こ
こ
ろ
の
問
題
に
早
く
気
づ
き
対

応
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
ほ
か
、
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
技
術
な
ど
専
門
的
な
知
見

を
有
す
る
臨
床
心
理
士
を
活
用
し
た
事

業
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
事
業
を
通

し
て
把
握
さ
れ
た
課
題
か
ら
こ
こ
ろ
対

策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

災
害
時
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
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ほ
っ
か
い
ど
う
健
康
づ
く
り

ツ
イ
ッ
タ
ー
を
開
設

北
海
道
で
は
、
道
民
の
健
康
づ
く
り

に
有
益
な
情
報
を
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
す

る
幅
広
い
世
代
に
情
報
発
信
す
る
た

め
、
今
年
４
月
か
ら
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
ア

カ
ウ
ン
ト
「
ほ
っ
か
い
ど
う
健
康
づ
く

り
ツ
イ
ッ
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

ア
カ
ウ
ン
ト
で
は
、「
栄
養
・
食
生

活
」「
運
動
」「
休
養
」「
歯
科
保
健
」「
受

動
喫
煙
防
止
対
策
」
と
い
っ
た
健
康
づ

く
り
に
関
す
る
内
容
の
ほ
か
、
が
ん
や

生
活
習
慣
病
予
防
に
向
け
た
生
活
習
慣

に
関
す
る
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

ア
カ
ウ
ン
ト
を

フ
ォ
ロ
ー
し
て
い

た
だ
き
、「
見
る
」

こ
と
か
ら
健
康
づ

く
り
を
始
め
ま
せ

ん
か
？

■
問
い
合
わ
せ

苫
小
牧
保
健
所
企
画
総
務
課
企
画
係

（
☎
０
１
４
４
–
34
–
４
１
６
８
）

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間

１
人
で
も
労
働
者
を
雇
っ
た
ら
、
労

働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
の

加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
労
働
保
険

徴
収
課
適
用
係
（
☎
03
–
５
２
５
３
–

１
１
１
１
（
内
線
５
１
５
６
）、
北
海

道
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
課

（
☎
０
１
１
–
７
０
９
–
２
３
１
１
（
内

線
３
６
３
５
）

11
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も

が
い
た
ら
、
児
童
相
談
所
や
市
町
村
の

相
談
窓
口
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
児
童
虐
待
と
は

〈
身
体
的
虐
待
〉
殴
る
、
蹴
る
、
叩
く
、

投
げ
落
と
す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、
や

け
ど
を
負
わ
せ
る
、
溺
れ
さ
せ
る
、
家

の
外
に
し
め
だ
す
な
ど

〈
性
的
虐
待
〉
子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、

性
的
行
為
を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ

フ
ィ
の
被
写
体
に
す
る
な
ど

〈
ネ
グ
レ
ク
ト
〉
乳
幼
児
を
家
に
残
し

て
外
出
す
る
、
食
事
を
与
え
な
い
、
ひ

ど
く
不
潔
な
ま
ま
に
す
る
、
自
動
車
の

中
に
放
置
す
る
、
重
い
病
気
に
な
っ
て

も
病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い
、
他
の
人

が
子
ど
も
に
暴
力
を
振
る
う
こ
と
な
ど

を
放
置
す
る
な
ど

〈
心
理
的
虐
待
〉
言
葉
に
よ
り
脅
か
す
、

無
視
す
る
、
き
ょ
う
だ
い
間
で
差
別
的

な
扱
い
を
す
る
、
子
ど
も
の
目
の
前
で

家
族
に
対
し
て
暴
力
を
ふ
る
う（
Ｄ
Ｖ
）

な
ど

■
相
談
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

お
住
ま
い
の
地
域
の
児
童
相
談
所
に

つ
な
が
る
児
童
相
談
所
全
国
共
通
３
桁

ダ
イ
ヤ
ル
☎
１
８
９（
い
ち
は
や
く
）

ま
た
は
住
民
課
福
祉
グ
ル
ー
プ
（
☎
26

–
７
８
７
２
）

11
月
は
相
続
登
記
促
進
取
組

強
化
月
間

札
幌
法
務
局
と
札
幌
司
法
書
士
会

は
、
11
月
を
「
相
続
登
記
促
進
取
組
強

化
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
の
相
続
登

記
を
し
な
い
で
放
置
し
て
い
る
と
、
相

続
人
の
間
で
の
ト
ラ
ブ
ル
、
所
有
者
不

明
の
土
地
問
題
、
空
き
家
問
題
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
発
生
の
原
因
と

な
り
ま
す
。
不
動
産
の
相
続
登
記
が
お

済
み
で
な
い
方
は
、
不
動
産
の
所
在
地

を
管
轄
す
る
法
務
局
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

次
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
便
利

で
す
。

●
札
幌
司
法
書
士
会
の
「
相
続
登
記

相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」（
11
月
限
定
、

相
談
無
料
）

特
設
ダ
イ
ヤ
ル　
☎
０
１
１
–
５
２

２
–
５
５
７
６
（
11
月
の
平
日
10
時
〜

16
時
）

●
法
務
局
の
「
登
記
手
続
案
内
」（
完

全
予
約
制
）

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ

札
幌
法
務
局
苫
小
牧
支
局
（
☎
０
１

４
４
–
34
–
７
４
０
３
（
平
日
８
時
30

分
〜
17
時
15
分
）

※
申
請
様
式
や
必
要
な
添
付
書
類
の
種

類
な
ど
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。
個

別
具
体
的
な
内
容
の
相
談
は
、「
相
続

登
記
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

困
り
ご
と
や
不
安
を
抱
え
て
い

る
人
を
支
援
し
ま
す

平
成
27
年
か
ら
「
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
」
が
施
行
さ
れ
、
総
合
相
談
窓

口
「
生
活
就
労
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
い

ぶ
り
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

生
活
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い
な
い
方

で
、
経
済
的
な
問
題
や
仕
事
や
家
族
に

関
す
る
悩
み
な
ど
、
誰
に
相
談
し
て
よ

い
か
わ
か
ら
な
い
人
の
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

相
談
者
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
お

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
員
が
ご
希

望
の
日
時
、
場
所
に
お
伺
い
し
て
話
を

お
聞
き
し
ま
す
。

ま
た
、
11
月
は
出
張
相
談
会
を
実
施

し
ま
す
。
生
活
費
が
足
り
な
く
て
困
っ

て
い
る
、
就
職
し
た
い
け
れ
ど
決
ま
ら

な
い
、
借
金
の
返
済
で
生
活
が
圧
迫
さ

れ
て
い
る
、
子
ど
も
が
引
き
こ
も
っ
て

い
る
な
ど
、
現
在
の
生
活
に
お
困
り
の

方
の
相
談
を
広
く
受
け
付
け
ま
す
。
あ

ら
か
じ
め
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
出
張
相
談
会

●
開
設
日
時

11
月
25
日
（
水
）
13
時
〜
14
時

●
開
催
場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　
１
階
老
人
室

※
出
張
相
談
会
は
、
今
年
度
か
ら
予

約
制
で
す
。
予
約
は
11
月
20
日
（
金
）

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
予
約

生
活
就
労
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
い
ぶ

り
（
☎
０
１
２
０
–
09
–
０
７
８
３
）

全
国
一
斉
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
力
や
職
場
で
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
、
女
性
の
人
権
に

関
す
る
悩
み
や
心
配
ご
と
な
ど
を
解
決

す
る
た
め
、
専
用
相
談
電
話
「
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

女
性
を
め
ぐ
る
各
種
人
権
問
題
に
積

極
的
に
取
り
組
む
た
め
、
11
月
12
日

（
木
）〜
18
日（
水
）を
全
国
一
斉
「
女
性

の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と

し
、
相
談
時
間
を
延
長
し
て
特
設
電
話

相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

女
性
の
人
権
に
関
す
る
悩
み
や
心
配

ご
と
で
お
困
り
の
方
は
、
こ
の
機
会
に

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
電
話
番
号

☎
０
５
７
０
–
０
７
０
–
８
１
０（
全

国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

■
受
付
時
間

〔
通
常
〕平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

〔
強
化
週
間
中
〕平
日
８
時
30
分
〜
19

時
、
土
曜
・
日
曜
日
10
時
〜
17
時

情
報
ひ
ろ
ば
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☎
…
電
話　
E
…
Ｅ
メ
ー
ル　
H
…
ホ
ー
ム
ペ
ー
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℻  
…
フ
ァ
ッ
ク
ス〇子ども・高齢者を始めとする歩行者の安全確保

〇スリップ事故防止と全席シートベルト着用
〇飲酒運転の根絶

運 動 の
重　 点

冬の交通安全運動
１１月１3日 金 ～ １１月２2日 日

厚真町交通安全推進委員会

自衛官候補生
応募資格▶18歳以上33歳未満の男女（32歳は要連絡）
受付期間▶12月11日（金）まで（締め切り必着）
試験日程▶12月18日（金）か19日（土）のいずれか１日
試験科目▶筆記試験（国語、数学、地理歴史および公民、
               作文、適性検査）、口述試験、身体検査

高等工科学校生徒（一般）
応募資格▶15歳以上17歳未満
受付期間▶令和３年１月６日（水）まで（締め切り必着）
試験日程▶第１次試験…令和３年１月23日（土）
試験科目▶筆記試験（国語、社会、数学、理科、英語、作文）

自衛隊札幌地方協力本部 苫小牧出張所 ☎0144‒32‒3725 自衛官等募集

お支払いには、便利な口座振替をご利用ください。

問い合わせ　住民課 税務グループ　☎26-7871

今月の納期町 税
国 保 料

科 目 納 期
固定資産税　第３期 11月30日（月）国民健康保険料　第３期

10時30分～11時
１日(火)､２日(水)､７日(月)
10日(木)､11日(金)､14日(月)
16日(水)､18日(金)､22日(火)
23日(水)､25日(金)､28日(月)

13時30分～14時 ４日（金）、８日（火）15日（火）、21日（月）

 （一社）苫小牧地区交通安全協会☎0144-33-1458

苫小牧市交通安全センターで行っている運転免
許証更新時講習（優良）の日程をお知らせします。
この他の講習日程（一般、違反、初回）につい
ては、下記までお問い合わせください。

12月の運転免許証更新時講習の日程マチの善意

イベントカレンダー 12月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5
㋱ 高○ 

3倍 ㋹
6 7 8 9 10 11 12
ち
3倍 ㋛ ㋱ 高○ ㋹ 3倍
13 14 15 16 17 18 19
ち  ㋛ ㋱

2倍
高○
3倍 ㋹

20 21 22 23 24 25 26
ち ㋛ ㋱

3倍 高○ ㋹ 町○ 
2倍

風呂
3倍

27 28 29 30 31
ち ㋛ ㋱ 高○ ㋹

問い合わせ　こぶしの湯あつま ☎26-7126

※ 12月31日（木）～1月3日（日）は営業時間を変更して営業し
ます。

12月1日（火）～1月31日（日）シェフのお勧め季節限定メニュー

ち毎週日曜▷ちびっこデー：小学生はサービス券2枚
㋛毎週月曜▷ シルバーデー：65歳以上はあつまるカードポイント３倍
㋱毎週火曜▷メンズデー：男性はサービス券2枚
高○毎週水曜▷ 高齢者無料入浴券の日：町交付の無料入浴券ご利用で

ヘルシーセットが750円→550円
㋹毎週木曜▷レディースデー：女性はサービス券2枚
໐町最終金曜▷町民の日：誕生月の町民はレストラン利用で入浴無料
・ ２と６のつく日はあつまるカードポイント3倍
・ ５のつく日は町交付の無料券利用であつまるカードポイント５倍
・毎月26日は風呂の日：あつまるカードポイント3倍、サービス券2枚

※イベントは予告なく、変更となる場合がございます。

※各試験会場では、３密を避ける対策をします。また、試験日程なども急に変更になる場合がありますので、
　あらかじめご了承ください。
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11
月
号
　
N
O
.819 生

粋
の
厚
真
っ
子
で
、
元
郵
便
局
職

員
。
勤
務
先
は
、
厚
真
郵
便
局
と
早
来

ゆ
き
だ
る
ま
郵
便
局
の
２
カ
所
で
、
早

来
ゆ
き
だ
る
ま
郵
便
局
へ
は
本
郷
地
区

の
自
宅
か
ら
通
い
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
で
剣
道
を
教
え
て
い
た
ほ
か
、

13
年
前
に
退
職
し
て
か
ら
も
町
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
な
ど
を
務
め
、
現
在
も
社

会
教
育
分
野
に
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
胆
振
東
部

地
震
後
の
平
成
31
年
１
月
、
心
身
の
健

康
回
復
・
向
上
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形

成
な
ど
を
目
的
に
、
３
カ
所
の
仮
設
団

地
の
談
話
室
で
、
毎
週
１
回
の
体
操
教

室
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
最
高
齢

者
は
90
歳
で
、
こ
れ
ま
で
に
延
べ
２
１

０
回
、
１
３
５
０
人
を
越
え
る
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
当
初
は
、
会
話
も
少
な
く

静
か
で
し
た
。「
被
災
状
況
は
バ
ラ
バ

ラ
で
、
皆
さ
ん
の
心
境
も
複
雑
で
し
た
。

ど
の
よ
う
に
声
を
掛
け
て
い
い
の
か
分

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
振
り
返
り
ま

す
。
持
病
を
抱
え
る
人
も
い
れ
ば
、
体

力
に
個
人
差
が
あ
り
、
椅
子
に
座
っ
て

で
き
る
体
操
が
逆
効
果
に
な
ら
な
い
よ

う
に
注
意
し
た
そ
う
で
す
。「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
効
果
的
な
体
操
を
調
べ
、
大

学
教
授
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
」。
時
間
を
か
け
て
参
加

者
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
心
を
通
わ
せ

ま
し
た
。

表
町
教
室
は
、
開
催
５
カ
月
目
に
雰

囲
気
が
一
変
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
一

人
が
高
橋
さ
ん
に
近
づ
き
、
ギ
ュ
ッ
と

手
を
握
っ
て
「
体
操
の
お
陰
で
、
足
腰

が
軽
く
な
っ
た
よ
」
と
コ
ミ
カ
ル
な
仕

草
で
表
現
す
る
と
、
笑
い
の
渦
が
沸
き

起
こ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、

会
話
は
急
増
。
差
し
入
れ
す
る
人
や
近

況
報
告
す
る
人
な
ど
会
話
が
増
え
、
仲

間
意
識
も
芽
生
え
ま
し
た
。「
自
信
が

持
て
た
う
れ
し
い
瞬
間
で
し
た
」。

11
月
24
日
の
上
厚
真
仮
設
団
地
が
最

後
の
教
室
で
す
。「
寂
し
い
と
い
う
よ

り
、
皆
さ
ん
が
一
歩
前
に
足
を
踏
み
出

す
喜
び
の
方
が
勝
っ
て
い
ま
す
」。
健

康
を
案
じ
る
高
橋
さ
ん
は
、
最
後
に
締

め
く
く
り
ま
し
た
。「
皆
さ
ん
と
築
い

た
絆
は
、
私
の
宝
物
で
す
」。

小雨がパラついた10月23日、高齢者たちがにこやかに表町公園仮設
団地の談話室に集まりました。トレーニングウエアで出迎えたのは、体
操教室で指導する高橋さん。温和な口調で参加者に語り掛けると、笑顔
が広がりました。表町公園仮設団地では、この日が最後の教室となり、
名残惜しむ声や感謝と再開を願う言葉が交錯しました。

あなたにとっての
愛すべき厚真を投稿してください

＃ATSUMA LOVERS

フェイスブック
＠atsumatownhokkaido

インスタグラム
atsumalovers

ハッシュタグ#atsumaloversをつけてフェイスブックまたは
インスタグラムに投稿してください。

仮設団地体操教室指導者

高
たか
橋
はし

康
やす
夫
お
さん（69歳）

Vol .07

体操を通じた絆が宝物




